
3－ a橋弘先生略歴及び業績

献
呈
の
こ
と
ば

吉
原
達
也
先
生
は
、
平
成
二
四
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
ご
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
吉
原
先
生
は
昭
和
五
四
年
四
月
、
当
時
、
政
経
学
部
か

ら
法
学
部
に
改
組
さ
れ
て
間
も
な
い
広
島
大
学
法
学
部
に
二
七
歳
の
若
さ
で
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
て
以
来
、
実
に
三
三
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
本
学
部
の
教
育
、
研
究
た
め
に
そ
の
情
熱
を
惜
し
み
な
く
注
が
れ
、
そ
の
間
に
誠
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
面
で
は
、
法
制
史
、
ロ
ー
マ
法
を
ご
担
当
さ
れ
、
吉
原
先
生
の
高
潔
な
ご
人
格
と
該
博
な
知
識
に
よ
っ
て
、
法
学
部
及
び
法
学
研

究
科
、
社
会
科
学
研
究
科
法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
に
於
い
て
、
学
部
生
や
大
学
院
生
な
ど
の
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
社
会
に
送
り
だ
さ
れ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

研
究
面
で
は
、
法
制
史
、
と
り
わ
け
ロ
ー
マ
法
分
野
に
於
い
て
、
学
会
で
も
重
鎮
の
地
位
を
占
め
ら
れ
、
特
に
バ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
古

代
学
、
母
権
制
研
究
に
つ
い
て
の
ご
業
績
は
、
学
界
に
於
い
て
極
め
て
高
い
評
価
を
受
け
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
学
内
行
政
の
面
で
は
、
広
島
大
学
評
議
員
の
重
責
を
果
た
さ
れ
た
後
、
国
立
大
学
法
人
化
以
後
の
学
内
外
で
の
難
し
い
対

応
が
迫
ら
れ
た
時
期
に
於
い
て
、
法
学
部
長
、
社
会
科
学
研
究
科
法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
長
と
し
て
、
日
夜
、
激
務
に
専
念
さ
れ
、
そ
の
後

の
法
学
部
と
法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
の
再
構
築
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
は
誠
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

吉
原
先
生
の
永
年
に
わ
た
る
ご
功
績
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
、
こ
こ
に
こ
の
退
職
記
念
号
を
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
次
第
で
す
。

最
後
に
、
吉
原
先
生
の
ご
健
康
と
今
後
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
五
年
六
月
吉
日

広
島
大
学
法
学
会
会
長
　
寺
　
本
　
康
　
俊
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